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観光経営副専攻コースの時間割 

下に掲載する時間割は 2019 年度開講のものであるが、変更になる場合があるため、時間割及び授業

案内（シラバス）、ＷＥＢシラバス、掲示なども必ず確認すること。 

＊印がついている科目は、科目名と授業番号が入学年度で異なるが、2013 年度以降入学者の科目名を

掲載している。詳細は、ＷＥＢシラバス及び全学共通科目（基礎科目群、教養科目群、基盤科目群）は

授業案内（シラバス）、経営学系専門教育科目は経営学系授業概要を参照すること。 

前期 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

１限 [基盤]統計学Ⅰ [基盤]統計学Ⅰ [経]ヒューマン・リソー

ス・マネジメント 

 

 

[基盤]法学入門 

[基盤]統計学Ⅰ 

２限 [教]日本の歴史と社

会・文化 

[基盤]入門ミクロ経済学 

 

[ツ]観光資源論 

 

[経]マーケティング・

マネジメント＊ 

[基盤]サービス・マー

ケティング 

[基盤]入門マクロ経済学

[経]原価計算論 

[ツ]観光関連法規概説

 

３限 [経]経営行動論 [教]歴史学入門 

[経]意思決定論 

 

[副]宿泊産業論 

[基盤]会計学入門 

[基盤]経営学入門＊  

４限      

５限 [経]生産物流システム     

後期 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

１限    [経]経営組織論  

２限    [基盤]民事法入門 

[基盤]ファイナンス入門＊

[副]ホスピタリティ 

産業の財務管理論 

[ツ]コミュニケーショ

ン学 

 

３限 [ツ]観光地誌学 [経]経営戦略論 [教]ツーリズム産業論

[副]MICE 

[副]ホスピタリティ 

産業の経営戦略論 
 

４限    [副]サービスマネジメ

ント 
 

５限      

集中授業第Ⅰ期（前期に開講、履修申請時期は前期・通年科目と同様） 

[副]インターンシップ  [副]海外宿泊旅行サービス研究 

※区分略号一覧 

全学共通科目： 

 基礎：基礎科目群 （全学必修につき、修了認定要件 26単位に含まれない） 

 教：教養科目群 基盤：基盤科目群 

専門教育科目： 

 経：経営学系専門教育科目 

 ツ：自然・文化ツーリズムコース専門教育科目 

 副：観光経営副専攻コース専門教育科目 
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観光経営副専攻コースの時間割 

下に掲載する時間割は 2019 年度開講のものであるが、変更になる場合があるため、時間割及び授業

案内（シラバス）、ＷＥＢシラバス、掲示なども必ず確認すること。 

＊印がついている科目は、科目名と授業番号が入学年度で異なるが、2013 年度以降入学者の科目名を

掲載している。詳細は、ＷＥＢシラバス及び全学共通科目（基礎科目群、教養科目群、基盤科目群）は

授業案内（シラバス）、経営学系専門教育科目は経営学系授業概要を参照すること。 

前期 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

１限 [基盤]統計学Ⅰ [基盤]統計学Ⅰ [経]ヒューマン・リソー

ス・マネジメント 

 

 

[基盤]法学入門 

[基盤]統計学Ⅰ 

２限 [教]日本の歴史と社

会・文化 

[基盤]入門ミクロ経済学 

 

[ツ]観光資源論 

 

[経]マーケティング・

マネジメント＊ 

[基盤]サービス・マー

ケティング 

[基盤]入門マクロ経済学

[経]原価計算論 

[ツ]観光関連法規概説

 

３限 [経]経営行動論 [教]歴史学入門 

[経]意思決定論 

 

[副]宿泊産業論 

[基盤]会計学入門 

[基盤]経営学入門＊  

４限      

５限 [経]生産物流システム     

後期 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

１限    [経]経営組織論  

２限    [基盤]民事法入門 

[基盤]ファイナンス入門＊

[副]ホスピタリティ 

産業の財務管理論 

[ツ]コミュニケーショ

ン学 

 

３限 [ツ]観光地誌学 [経]経営戦略論 [教]ツーリズム産業論

[副]MICE 

[副]ホスピタリティ 

産業の経営戦略論 
 

４限    [副]サービスマネジメ

ント 
 

５限      

集中授業第Ⅰ期（前期に開講、履修申請時期は前期・通年科目と同様） 

[副]インターンシップ  [副]海外宿泊旅行サービス研究 

※区分略号一覧 

全学共通科目： 

 基礎：基礎科目群 （全学必修につき、修了認定要件 26単位に含まれない） 

 教：教養科目群 基盤：基盤科目群 

専門教育科目： 

 経：経営学系専門教育科目 

 ツ：自然・文化ツーリズムコース専門教育科目 

 副：観光経営副専攻コース専門教育科目 
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■自然・文化ツーリズムコース専門教育科目 

K377 観光関連法規概説 担当教員 戸崎 肇 *、清水 哲夫 前期・木２ 2 単位

①授業方針・テーマ 
 

 
 
 

②習得できる知識・能
力や授業の目的・到達
目標 

 
③授業計画・内容 
 授業方法 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

④授業外学習 
 
 

⑤テキスト・参考書等 
 
⑥成績評価方法 

 
⑦質問受付方法（オフ
ィスアワー等） 

 
 
⑧特記事項（他の授業

科目との関連性） 

観光関連法規が、現在の日本の観光政策、観光産業、そして旅行者の観光行動等にどのような影響を及ぼして
いるのか、あるいはどのような課題を抱えているのかを体系的に学ぶ。 

また一部の講義に関しては、観光行政の第一線で活躍する若手官僚から、日本の観光が直面する問題解決のた
めに、法律改正を含めていかなる取組みをしようとしているのかをレクチャーしていただく。 
 

日本の観光のダイナミックな動きと諸課題を学ぶとともに、行政の現場の状況などを含めて体系的に観光関連
法規について習得する。 
 

 
１ オリエンテーション 
２ 観光関連法規の体系 

３ 観光立国推進基本法、観光立国推進基本計画（１） 
４ 観光立国推進基本法、観光立国推進基本計画（２） 
５ 旅行業法（１） 

６ 旅行業法（２） 
７ 旅行業に関するケーススタディ 
８ 国家戦略特区 

９ 旅館業法・「民泊新法」 
１０観光圏整備法 
１１景観法 

１２歴史まちづくり法 
１３休暇関連法 
１４他の観光関連法規  

１５まとめと試験 
[授業方法]講義とディスカッション 
 

観光政策の動向について新聞や雑誌などを通じて情報を得るよう努力すること。 
場合によっては関連施設の見学を行う。 
 

参考書：戸崎『観光立国論』、現代書館、2017 年 
 
平常点 50％、試験・レポート 50％  

 
オフィスアワーは特に設定しませんが、直接質問したい場合は随時受付しますので、事前にメールでアポイン
トメントをとってください。（授業内で連絡先をお伝えします。） 

 
 
[他の授業科目との関連性] 

旅行産業論、宿泊産業論、ホスピタリティ産業の経営戦略論 
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■観光経営副専攻コース専門教育科目 

 

Ｎ001 サービス・マネジメント 担当教員 未定 後期・木４ 2 単位

①授業方針・テーマ 
 

 
 
② 習 得 で き る 知

識・能力や授業の目
的・到達目標 
 

③授業計画・内容 
 授業方法 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
④授業外学習 

 
 
 

⑤テキスト・参考書
等 
 

⑥成績評価方法 
 
⑦質問受付方法（オ

フィスアワー等） 

 

⑧特記事項（他の授
業科目との関連性） 

サービス・マーケティングは，サービスを核とする商品のマーケティングであり、サービス・マネジメントはサ
ービスを商品とする企業や共同体の経営である。両者は対象領域において多少異なっているが、大部分重なりあ

っている。本講義では両方を取り扱う。 
 
サービス・マネジメントに関する理論や実際の応用例を学び、サービス提供を中心とするビジネスが、サービス

自体の特徴を踏まえて、どのような経営が可能かを論じる力をつける。観光産業の大部分はサービス提供を中心
とするビジネスであり、観光産業を分析する上での基礎理論を習得することができる。 
 

1．イントロダクション 
本講義の概略，進め方，評価方法などの説明。および「サービス」とは何かについての説明。 
2．サービス経済化と社会 

日本を始め経済先進国のほとんどの経済はサービス化経済の様相を呈している。そうした現状の説明と，現在進
行しているサービス経済化の主要な変化の一部である製造業のサービス産業化の傾向についても言及する。 
3．サービスの本質と特徴 

サービスとはいったい何であり，それはモノ製品と対比した場合，どのような特徴を持つかを明らかにする。サ
ービス・ドミナント・ロジックを重要なアプローチとして取り上げる。 
4．商品としてのサービス 

サービスそのものと顧客接点にあるサービス商品の違いと関係を明らかにする。 
5．ソリューション（モノとサービスの融合） 
実際に顧客に提供されるサービス商品は，サービスと物的要素の混合したものである。それは顧客に対するトー

タルなソリューションの特徴を備えていなければならないことを説明する。 
6．サービス・マネジメント・システム（I） 
現実のサービス・マネジメントに必要なサービス・システムの要素を説明する。 

7．サービス・マネジメント・システム（II） 前講の続。 
8．サービスの分類 
サービスの本質は価値創造的な活動であるためさまざまの分類が可能だが， 各分類を紹介すると共に，そのマネ

ジメント的なインプリケーションも検討する。 
9．サービス品質 
サービスの品質とモノ製品の品質評価の対比、および、サービス品質の評価の手法などについて説明。 

10．顧客満足 
サービス消費の一つの重要なアウトプットである顧客満足（CS）について検討する。その構造、測定方法など。
11．顧客価値 

サービス商品の顧客価値の特徴を明らかにする。 
12．サービス・プロフィット・チェーン 
企業活動は最終的には一定の利益を創出しなければならないが，サービス・システムがどのような構造とダイナ

ミックスによって利益を生み出していくかについて検討する。 
13．サービス・マーケティング･ミックス 
製品・立地・価格・プロモーションの４Ｐ、および、人材・過程・物的要素の３Ｐについて説明。 

14．サービス・イノベーション 
企業は外部環境の適応のために，新しいサービス商品を次々に生み出すことを求められているが，革新的なサー
ビス商品を開発するにはどんな視点からどのような要素を取り上げたらよいかを検討する。 

15．まとめ 
サービス・マーケティング全般についての疑問に応え、残された問題、新しい方向などについて議論。 
 

・授業方法 講義を主とするが、その他アクティブ・ラーニングの方法として、新聞のコラムでサービス・マネ
ジメントについて、テーマごとにまとめてある記事のコピーを渡し、予め読んで理解させ、各回の授業の最初に
どのような内容が書いてあったかを学生に発表させる。発表に基づいてディスカッションをし、学生名を記録し、

ATへの参加度として評価に加点する。 
 
参考書を事前に読んでおくことを奨める。 

各学生が自分達で経験したサービスについて優れた品質を示した事例をレポートにまとめる。 
その際、学習した理論をつかって、分析することを重視する。 
 

近藤隆雄著『サービス・イノベーションの理論と方法』2012 年 生産性出版 
 
 

試験及びレポート、平常点・授業態度により評価 
 
オフィスアワーは特に設定していないが、直接質問したい場合は随時受付ける。事前にメールでアポイントメン

トを取ること。（授業内で連絡先を伝える。） 
 
サービス・マネジメントは、観光・旅行分野における理論の基礎をなす学問であり、その意味で、当該分野の研

究に進む学生は最初に受講することがのぞましい入門領域である。 
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■観光経営副専攻コース専門教育科目 

 

Ｎ001 サービス・マネジメント 担当教員 未定 後期・木４ 2 単位

①授業方針・テーマ 
 

 
 
② 習 得 で き る 知

識・能力や授業の目
的・到達目標 
 

③授業計画・内容 
 授業方法 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
④授業外学習 

 
 
 

⑤テキスト・参考書
等 
 

⑥成績評価方法 
 
⑦質問受付方法（オ

フィスアワー等） 

 

⑧特記事項（他の授
業科目との関連性） 

サービス・マーケティングは，サービスを核とする商品のマーケティングであり、サービス・マネジメントはサ
ービスを商品とする企業や共同体の経営である。両者は対象領域において多少異なっているが、大部分重なりあ

っている。本講義では両方を取り扱う。 
 
サービス・マネジメントに関する理論や実際の応用例を学び、サービス提供を中心とするビジネスが、サービス

自体の特徴を踏まえて、どのような経営が可能かを論じる力をつける。観光産業の大部分はサービス提供を中心
とするビジネスであり、観光産業を分析する上での基礎理論を習得することができる。 
 

1．イントロダクション 
本講義の概略，進め方，評価方法などの説明。および「サービス」とは何かについての説明。 
2．サービス経済化と社会 

日本を始め経済先進国のほとんどの経済はサービス化経済の様相を呈している。そうした現状の説明と，現在進
行しているサービス経済化の主要な変化の一部である製造業のサービス産業化の傾向についても言及する。 
3．サービスの本質と特徴 

サービスとはいったい何であり，それはモノ製品と対比した場合，どのような特徴を持つかを明らかにする。サ
ービス・ドミナント・ロジックを重要なアプローチとして取り上げる。 
4．商品としてのサービス 

サービスそのものと顧客接点にあるサービス商品の違いと関係を明らかにする。 
5．ソリューション（モノとサービスの融合） 
実際に顧客に提供されるサービス商品は，サービスと物的要素の混合したものである。それは顧客に対するトー

タルなソリューションの特徴を備えていなければならないことを説明する。 
6．サービス・マネジメント・システム（I） 
現実のサービス・マネジメントに必要なサービス・システムの要素を説明する。 

7．サービス・マネジメント・システム（II） 前講の続。 
8．サービスの分類 
サービスの本質は価値創造的な活動であるためさまざまの分類が可能だが， 各分類を紹介すると共に，そのマネ

ジメント的なインプリケーションも検討する。 
9．サービス品質 
サービスの品質とモノ製品の品質評価の対比、および、サービス品質の評価の手法などについて説明。 

10．顧客満足 
サービス消費の一つの重要なアウトプットである顧客満足（CS）について検討する。その構造、測定方法など。
11．顧客価値 

サービス商品の顧客価値の特徴を明らかにする。 
12．サービス・プロフィット・チェーン 
企業活動は最終的には一定の利益を創出しなければならないが，サービス・システムがどのような構造とダイナ

ミックスによって利益を生み出していくかについて検討する。 
13．サービス・マーケティング･ミックス 
製品・立地・価格・プロモーションの４Ｐ、および、人材・過程・物的要素の３Ｐについて説明。 

14．サービス・イノベーション 
企業は外部環境の適応のために，新しいサービス商品を次々に生み出すことを求められているが，革新的なサー
ビス商品を開発するにはどんな視点からどのような要素を取り上げたらよいかを検討する。 

15．まとめ 
サービス・マーケティング全般についての疑問に応え、残された問題、新しい方向などについて議論。 
 

・授業方法 講義を主とするが、その他アクティブ・ラーニングの方法として、新聞のコラムでサービス・マネ
ジメントについて、テーマごとにまとめてある記事のコピーを渡し、予め読んで理解させ、各回の授業の最初に
どのような内容が書いてあったかを学生に発表させる。発表に基づいてディスカッションをし、学生名を記録し、

ATへの参加度として評価に加点する。 
 
参考書を事前に読んでおくことを奨める。 

各学生が自分達で経験したサービスについて優れた品質を示した事例をレポートにまとめる。 
その際、学習した理論をつかって、分析することを重視する。 
 

近藤隆雄著『サービス・イノベーションの理論と方法』2012 年 生産性出版 
 
 

試験及びレポート、平常点・授業態度により評価 
 
オフィスアワーは特に設定していないが、直接質問したい場合は随時受付ける。事前にメールでアポイントメン

トを取ること。（授業内で連絡先を伝える。） 
 
サービス・マネジメントは、観光・旅行分野における理論の基礎をなす学問であり、その意味で、当該分野の研

究に進む学生は最初に受講することがのぞましい入門領域である。 
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N002 ホスピタリティ産業の経営戦略論 担当教員 日原 勝也、戸崎 肇 * 後期・木３ 2 単位

①授業方針・テーマ 
 

 
②習得できる知識・能
力や授業の目的・到達

目標 
 
 

 
③授業計画・内容 
 授業方法 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

④授業外学習 

 

 
⑤テキスト・参考書等 
 

 
⑥成績評価方法 
 

⑦質問受付方法（オフ
ィスアワー等） 
 

⑧特記事項（他の授業
科目との関連性） 

ホスピタリティ産業のもつ特性を理解し、その上で、当該分野で成功を収めていくための経営戦略の立案、実
行を、演習などを通じて実践的に学ぶ。 

 
ホスピタリティ産業とはどのようなものなのかを理解し、これから目指していくべき社会の方向性の中で、そ
れがどのように位置付けられるのかを考える。そうした取り組みの中で、社会のあり方を多面的に、かつ深く

とらえる観点を身に着ける。また、経営戦略を策定するために必要となる基本的なマーケティング手法などを
習得することを目指す。 
 

 
1．イントロダクション：なぜ今、ホスピタリティ産業について考えることが重要なのかを考える。 
2．ホスピタリティ産業の定義づけと、その一般的特質の把握 

3．SWOT 分析など、マーケティング・ツールの紹介 
4．「観光」から見たホスピタリティ分析の視点の整理 
5．旅行産業とホスピタリティ：事例分析（講義と演習） 

6．前講の演習結果の発表と討議 
7．宿泊産業とホスピタリティ：事例分析（講義と演習） 
8．前講の演習結果の発表と討議 

9．飲食産業とホスピタリティ：事例分析（講義と演習） 
10．前講の演習結果の発表と討議 
11．ホスピタリティに関わる人材育成と人的管理：TDL などの事例分析（講義と演習） 

12．前講の演習結果の発表と討議 
13．国際化とホスピタリティ（概説）  
14．国際化におけるホスピタリティのあり方についてのディスカッション 

15．まとめと試験 
 
[授業方法]主に講義とグループワークに分けて実施する。講義では基本的な知識、概念等について解説を行っ

た後、具体的事例に基づいた分析をグループワークとして行う。そしてその結果を発表し、ディスカッション
する。 
 

事前に資料等を kibaco に掲載する場合には、その資料についてあらかじめ学習してから、授業に臨むこと。
講義で取り上げられた知識、概念等に対する理解を深めるよう、テキスト、参考書などを読んでいくこと。 
 

テキストは特に指定しない。講義に必要な資料は適宜配布する。 
参考書：戸崎『観光立国論』、現代書館、2017 年  
 

平常点・演習への貢献度：75％、試験：25％。 
 
＊オフィスアワーは特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受け付ける（受付の方法については授業時

に伝達する。） 
 
[他の授業科目との関連性] 旅行産業論、宿泊産業論、観光関連法規概説 
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N004 宿泊産業論 担当教員 清水 哲夫、戸崎 肇 * 前期・水３ 2 単位

①授業方針・テーマ 
 

 
 
②習得できる知識・能

力や授業の目的・到達
目標 
 

③授業計画・内容 
 授業方法 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
④授業外学習 
 

 
 
⑤テキスト・参考書等 

 
⑥成績評価方法 
 

⑦質問受付方法（オフ
ィスアワー等） 
 

⑧特記事項（他の授業
科目との関連性） 

宿泊産業の全貌を深く理解できるよう、ホテル、旅館等の宿泊産業の発展の歴史、産業特性、現状と今後の展
望等について、各界の専門家及び経営トップが総合的・俯瞰的に講義する。 

 
 
宿泊産業のサービス産業としての特性、経営課題とグローバル化、地域との関係について基本的な理解を得る。

 
 
 

1. オリエンテーション 
2. 観光に関する基礎知識編（観光政策、観光経済など） 
3. ホテル、旅館の基礎知識編（経営、業界、法税制など） 

4. サービス・マネジメントの基礎 
5. 旅館産業発達史 
6. ホテル産業発達史 

7. ホテル経営論（１） 
8. ホテル経営論（２） 
9. 日本のホテルの取組 

10. 外資系ホテルの取組 
11. 旅館経営論 
12. 旅館と地域経営（１） 

13. 旅館と地域経営（２） 
14. ネットビジネスと宿泊業 
15. まとめと試験 

 
[授業方法]基本的知識、概念について講義で解説し、それが実際にどのように現場で実践されているかについ
て、宿泊産業界からエキスパートを招き、講演を行っていただくことで理解を深める。 

 
日頃から新聞などを通じて宿泊産業の動向に関心を持って調べておくこと。 
日頃からホテルや旅館、民泊など、宿泊産業に係るメディアの報道に関心を持ち、またそれに関係する文献を

読むこと。 
 
講義を行っていく中で適宜紹介する。 

 
平常点 50％、試験・レポート 50％ 
  

＊オフィスアワーは特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受け付ける（受付の方法については授業時
に伝達する。） 
 

特別な予備知識は必要としない。専門を問わず、興味があれば受講できる。 
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N006 MICE 担当教員 清水 哲夫、戸崎 肇 * 後期・水３ 2 単位

①授業方針・テーマ 
 

 
 
 

②習得できる知識・能
力や授業の目的・到達
目標 

 
③授業計画・内容 
 授業方法 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
④授業外学習 

 
 
⑤テキスト・参考書等 

 
⑥成績評価方法 
 

⑦質問受付方法（オフ
ィスアワー等） 
 

⑧特記事項（他の授業
科目との関連性） 

観光立国推進において重要戦略分野とされている Meeting, Incentive tour, Convention, Exhibition（ＭＩ-
ＣＥ）の各々について、政策の動向、事業主体の取組状況等について理論・実務の両面から立体的に理解する。

実社会に触れる機会となることを目指す。 
 
 

MICE の実務に従事する際の基礎が構築できることを目指す 
 
 

 
1. ガイダンス：講座の狙い、進め方など 
2. MICE 概論①：Mと Iの概念、取り組み主体、業界構図、事例など 

3. MICE 概論②：Cと Eの概念、取り組み主体、業界構図、事例など 
4. MICE 概論③：MICE に関する国際競争、先進国の取組み 
5. 日本における MICE 戦略（１）：観光庁の取組み 

6. 自治体における MICE 戦略（１）：グローバル MICE 戦略都市の取組み① 
7. 日本における MICE 戦略（２）：JNTO の取組み 
8. 自治体における MICE 戦略（２）：グローバル MICE 戦略都市の取組み② 

9. コンベンション（１）：コンベンション会社の仕事 
10. コンベンション（２）：IR 
11. コンベンション（３）：日本のコンベンション施設運営 

12. 展示ビジネス（１）展示ビジネス概論 
13. 展示ビジネス（２）展示ビジネスの実態と期待される成果 
14. 展示ビジネス：展示ビジネス事業者の仕事 

15. まとめと試験 
 
[授業方法]基本的知識、概念について講義で解説し、それが実際にどのように現場で実践されているかについ

て、MICE に携わるエキスパートを招き、講演を行っていただくことで理解を深める。 
 
MICE、IR について事前に自分でも調べて学習しておくこと。 

日頃から MICE に係るメディアの報道に関心を持ち、また関連文献を読むこと。 
 
講義を行っていく中で適宜紹介する。 

 
平常点 50％、試験・レポート 50％ 
 

＊オフィスアワーは特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受け付ける（受付の方法については授業時
に伝達する。） 
 

特別な予備知識は必要としない。専門を問わず、興味があれば受講できる。 
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N006 MICE 担当教員 清水 哲夫、戸崎 肇 * 後期・水３ 2 単位

①授業方針・テーマ 
 

 
 
 

②習得できる知識・能
力や授業の目的・到達
目標 

 
③授業計画・内容 
 授業方法 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
④授業外学習 

 
 
⑤テキスト・参考書等 

 
⑥成績評価方法 
 

⑦質問受付方法（オフ
ィスアワー等） 
 

⑧特記事項（他の授業
科目との関連性） 

観光立国推進において重要戦略分野とされている Meeting, Incentive tour, Convention, Exhibition（ＭＩ-
ＣＥ）の各々について、政策の動向、事業主体の取組状況等について理論・実務の両面から立体的に理解する。

実社会に触れる機会となることを目指す。 
 
 

MICE の実務に従事する際の基礎が構築できることを目指す 
 
 

 
1. ガイダンス：講座の狙い、進め方など 
2. MICE 概論①：Mと Iの概念、取り組み主体、業界構図、事例など 

3. MICE 概論②：Cと Eの概念、取り組み主体、業界構図、事例など 
4. MICE 概論③：MICE に関する国際競争、先進国の取組み 
5. 日本における MICE 戦略（１）：観光庁の取組み 

6. 自治体における MICE 戦略（１）：グローバル MICE 戦略都市の取組み① 
7. 日本における MICE 戦略（２）：JNTO の取組み 
8. 自治体における MICE 戦略（２）：グローバル MICE 戦略都市の取組み② 

9. コンベンション（１）：コンベンション会社の仕事 
10. コンベンション（２）：IR 
11. コンベンション（３）：日本のコンベンション施設運営 

12. 展示ビジネス（１）展示ビジネス概論 
13. 展示ビジネス（２）展示ビジネスの実態と期待される成果 
14. 展示ビジネス：展示ビジネス事業者の仕事 

15. まとめと試験 
 
[授業方法]基本的知識、概念について講義で解説し、それが実際にどのように現場で実践されているかについ

て、MICE に携わるエキスパートを招き、講演を行っていただくことで理解を深める。 
 
MICE、IR について事前に自分でも調べて学習しておくこと。 

日頃から MICE に係るメディアの報道に関心を持ち、また関連文献を読むこと。 
 
講義を行っていく中で適宜紹介する。 

 
平常点 50％、試験・レポート 50％ 
 

＊オフィスアワーは特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受け付ける（受付の方法については授業時
に伝達する。） 
 

特別な予備知識は必要としない。専門を問わず、興味があれば受講できる。 
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N007 ○カインターンシップ 担当教員 阿曽 真紀子 *、清水 哲夫 夏季集中 2 単位

①授業方針・テーマ 
 

 
 
 

②習得できる知識・能
力や授業の目的・到達
目標 

 
③授業計画・内容 
 授業方法 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

④授業外学習 
 
⑤テキスト・参考書等 

 
⑥成績評価方法 
 

 
⑦質問受付方法（オフ
ィスアワー等） 

 
⑧特記事項（他の授業
科目との関連性） 

インターンシップは、夏季休業期間に各自の希望する職種の民間企業、行政機関、NPO 等を選定し、観光にか
かわる実務を体験するものである。この実習によって、講義では得られにくい広い素養を身につけるとともに、

観光にかかわる職能や技術を広く理解することを目的とする。なお、前期卒業を予定している学生は、特記事
項の内容に特に注意すること。 
 

・観光関連産業の実務を理解することができる。 
・観光関連産業で求められる資質を理解することができる。 
 

 
[授業方法] 
下記のスケジュールに沿って事前学習（企業研究）、企業ガイダンス、職場実習（実務体験）、実習報告会を行

う。 
これは一般社団法人 日本経済団体連合会の協力を得て実施する、3年生のみを対象とするプログラムである。
2019 年度の担当教員は阿曽・清水である。以下、実施予定の概要を示すが、詳細は、ガイダンスで説明する。

また、都市環境学部の教務掲示板に掲示を出すので、そちらも必ず参照のこと。  
 
[授業計画・内容] 

1．ガイダンス（4月上旬を予定）  
ガイダンスに参加必須（やむを得ない事情で参加できない希望者は事前に科目担当教員に連絡）  
2. 指定科目カード提出（ガイダンス時に配布。指定科目提出期限までに担当教員に提出）  

以下の詳細は、ガイダンスで説明する。 
3. 応募（4月中旬を予定）  
4. 選抜者掲示（4月下旬を予定） 

5. 選抜者ガイダンス（5月上旬を予定） 
6. 企業ガイダンス（6月上旬 下旬を予定） 
7. 企業研究（6月下旬を予定） 

8. 実習先希望書提出（6月下旬を予定） 
9. 実習先発表（6月下旬を予定） 
10. 実習先企業と派遣学生の面談（7月中を予定） 

11. 実習に向けての発表会（7月上旬を予定） 
12. 事前レポート提出（7月中旬から下旬を予定） 
13. 実務体験（夏季休暇中の、派遣先企業・団体の休日を除く 7～10日程度） 

14. 実習報告書提出（実習終了後2週間以内） 
15. 実習報告会（11月上旬を予定） 
 

インターンシップ先に関連する情報を各自で十分に収集しておくこと。 
 
適宜参考文献を紹介する。 

 
事前レポート（20％）、実習報告書（30％）、及び受け入れ企業・団体の評価レポート（30％）、実習報告会（20％）
の内容により評価する。  

 
オフィスアワーは特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受け付ける（受付の方法については授業時に
伝達する。） 

 
2019 年度開始前に都市環境学部の教務掲示板に掲示を出すので、そちらも必ず参照のこと。詳細はガイダン
ス（参加必須）で説明する。  

・これは夏季集中開講科目であるが、成績登録は 2019 年度の後期になされるので充分に注意すること。  
・インターンシップは夏季休暇中の 7～10日間程度実施する（土日祝日を含む可能性あり）。  
・4月のガイダンス後に提出する応募用紙の記載内容（ガイダンスで説明する）を基に選抜を行う。  

・選抜者の学修番号は都市環境学部の教務掲示板にて掲示する。  
・選抜者のこの科目の履修登録については、科目担当者側で配慮する（ガイダンスで説明する）。  
・指定の損害賠償保険への加入が必須となる（ガイダンスで説明する）。  

・履修者の希望は考慮するが、希望する実習先に配属されるとは限らない。  
・他の実習科目を履修する場合は、実施時期が重なる可能性があることに留意すること。  
・この科目と、都市環境学部 自然・文化ツーリズムコースの「インターンシップⅠ」との重複履修は認めな

い。 
 
[他の授業科目との関連性] 

学生サポートセンターキャリア支援課のビジネスマナー講習の受講を推奨する。  
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観光マネジメント副専攻コースの時間割 

下に掲載する時間割は 2019 年度開講のものであるが、変更になる場合があるため、時間割及び授業

案内（シラバス）、ＷＥＢシラバス、掲示なども必ず確認すること。 

前期 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

１限 [教]観光科学概論 

 

   

 

 

２限    [副]観光関連法規概説

 

 

３限  

 

   [観]旅行者行動の 

心理学 

４限 [観]自然環境 

マネジメント概論Ⅱ 

 [観]国土・インフラ 

計画と観光 

  

５限  

 

    

後期 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

１限 [観]自然環境 

マネジメント概論Ⅰ 

 [観]観光マーケティン

グ科学 

  

２限     [観]観光まちづくり論

 

３限 [観]観光地誌学 [観]生物資源学 [教]ツーリズム産業論 [観]ホスピタリティ 

産業の経営戦略論 

 

４限   [観]行動・経営科学概論  [観]地域計画・ 

マネジメント概論 

５限   [観]観光経済学   

 

※区分略号一覧 

全学共通科目： 

 教：教養科目群 基盤：基盤科目群 

専門教育科目： 

 観：観光科学科専門教育科目 

 副：観光マネジメント副専攻コース専門教育科目 
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観光マネジメント副専攻コースの時間割 

下に掲載する時間割は 2019 年度開講のものであるが、変更になる場合があるため、時間割及び授業

案内（シラバス）、ＷＥＢシラバス、掲示なども必ず確認すること。 

前期 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

１限 [教]観光科学概論 

 

   

 

 

２限    [副]観光関連法規概説

 

 

３限  

 

   [観]旅行者行動の 

心理学 

４限 [観]自然環境 

マネジメント概論Ⅱ 

 [観]国土・インフラ 

計画と観光 

  

５限  

 

    

後期 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

１限 [観]自然環境 

マネジメント概論Ⅰ 

 [観]観光マーケティン

グ科学 

  

２限     [観]観光まちづくり論

 

３限 [観]観光地誌学 [観]生物資源学 [教]ツーリズム産業論 [観]ホスピタリティ 

産業の経営戦略論 

 

４限   [観]行動・経営科学概論  [観]地域計画・ 

マネジメント概論 

５限   [観]観光経済学   

 

※区分略号一覧 

全学共通科目： 

 教：教養科目群 基盤：基盤科目群 

専門教育科目： 

 観：観光科学科専門教育科目 

 副：観光マネジメント副専攻コース専門教育科目 
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K0521 ホスピタリティ産業の経営戦略論 担当教員 日原 勝也、戸崎 肇* 後期・木３ 2 単位

①授業方針・テーマ 
 

 
②習得できる知識・能
力や授業の目的・到達

目標 
 
 

③授業計画・内容 
 授業方法 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
④授業外学習 

 
 
⑤テキスト・参考書等 

 
 
⑥成績評価方法 

 
⑦質問受付方法（オフ
ィスアワー等） 

 
⑧特記事項（他の授業
科目との関連性） 

ホスピタリティ産業のもつ特性を理解し、その上で、当該分野で成功を収めていくための経営戦略の立案、実
行を、演習などを通じて実践的に学ぶ。 

 
ホスピタリティ産業とはどのようなものなのかを理解し、これから目指していくべき社会の方向性の中で、そ
れがどのように位置付けられるのかを考える。そうした取り組みの中で、社会のあり方を多面的に、かつ深く

とらえる観点を身に着ける。また、経営戦略を策定するために必要となる基本的なマーケティング手法などを
習得することを目指す。 
 

1．イントロダクション：なぜ今、ホスピタリティ産業について考えることが重要なのかを考える。 
2．ホスピタリティ産業の定義づけと、その一般的特質の把握 
3．SWOT 分析など、マーケティング・ツールの紹介 

4．「観光」から見たホスピタリティ分析の視点の整理 
5．旅行産業とホスピタリティ：事例分析（講義と演習） 
6．前講の演習結果の発表と討議 

7．宿泊産業とホスピタリティ：事例分析（講義と演習） 
8．前講の演習結果の発表と討議 
9．飲食産業とホスピタリティ：事例分析（講義と演習） 

10．前講の演習結果の発表と討議 
11．ホスピタリティに関わる人材育成と人的管理：TDL などの事例分析（講義と演習） 
12．前講の演習結果の発表と討議 

13．国際化とホスピタリティ（概説）  
14．国際化におけるホスピタリティのあり方についてのディスカッション 
15．まとめと試験 

 
[授業方法]主に講義とグループワークに分けて実施する。講義では基本的な知識、概念等について解説を行っ
た後、具体的事例に基づいた分析をグループワークとして行う。そしてその結果を発表し、ディスカッション

する。 
 
事前に資料等を kibaco に掲載する場合には、その資料についてあらかじめ学習してから、授業に臨むこと。

講義で取り上げられた知識、概念等に対する理解を深めるよう、テキスト、参考書などを読んでいくこと。 
 
テキストは特に指定しない。講義に必要な資料は適宜配布する。 

参考書：戸崎『観光立国論』、現代書館、2017 年 
 
平常点・演習への貢献度：75％、試験：25％。 

 
＊オフィスアワーは特に設定しないが、直接質問したい場合は随時受け付ける（受付の方法については授業時
に伝達する。） 

 
[他の授業科目との関連性] 旅行産業論、宿泊産業論、観光関連法規概説 
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K0174 国土・インフラ計画と観光 担当教員 清水 哲夫、片桐 由希子 前期・水４ 2 単位

①授業方針・テーマ 
 

 
②習得できる知識・能
力や授業の目的・到達

目標 
 
③授業計画・内容 

 授業方法 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

④授業外学習 
 
⑤テキスト・参考書等 

 
⑥成績評価方法 
 

 
⑦質問受付方法（オフ
ィスアワー等） 

 
⑧特記事項（他の授業
科目との関連性） 

本講義では，国土や広域スケールの空間やインフラの計画・マネジメントプロセスの基礎理論を学習するとと
もに，それらを観光振興に応用するための基本的考え方を理解する． 

 
国・地域・都市で持続的な観光振興に不可欠となる，国土・地域・都市スケールの空間計画・マネジメント，
およびグレー・グリーンインフラの整備・管理の計画・マネジメントの技法を身につけさせると同時に，それ

を観光振興に応用するための技術を身につけさせることを目指す． 
 
【授業方法】 

1)イントロダクション 
2)観光振興における国土・インフラ計画 
3)国土利用計画・マネジメントの考え方 

4)緑地計画・マネジメントの考え方(1) 
5)緑地計画・マネジメントの考え方(2) 
6)水資源/エネルギー計画・マネジメントの考え方 

7)交通インフラ計画・マネジメントの考え方(1) 
8)交通インフラ計画・マネジメントの考え方(2) 
9)交通インフラ計画・マネジメントの考え方(3) 

10)インフラツーリズムの理念 
11)観光資源としての公園・緑地 
12)観光における環境価値推計方法 

13)観光の環境負荷原単位 
14)サステナブルツーリズム/オーバーツーリズム 
15)試験とまとめ 

 
【授業方法】 
・受講人数を考慮して講義を中心とした授業を実施するが，質問に答えさせたり，グループで考えさせたりす

るなど，インタラクティブな授業とする．各授業の最後に，内容の理解度を確認するためのフィードバックシ
ートの提出を求める． 
 

各回の授業スライドや関連資料を前もって kibaco に準備しておくので，事前にそれを予習しておくこと． 
 
共通的なテキストは特に指定しない．各回の内容に応じて参考となるテキスト等を紹介する． 

 
・平常点 15%，受講態様 15%，中間レポート(2回)20%，最終試験 50%で評価する． 
・正当な理由なく 6回以上欠席した場合は，原則として成績評価の対象としない． 

 
固定的なオフィスアワーを設定しない．質問がある場合には随時対応するので，メール等で担当教員(清水：
t-sim@tmu.ac.jp，片桐：yukiko-k@tmu.ac.jp)にアポイントを取ること． 

 
【他の授業科目との関連性】 
講義内容を適切に理解するために，事前に地域計画・マネジメント概論(K0489)の受講を薦める． 
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K0175 観光まちづくり論 担当教員 川原 晋、野田 満 後期・金２ 2 単位

①授業方針・テーマ 
 

 
 
②習得できる知識・能

力や授業の目的・到達
目標 
 

 
 
③授業計画・内容 

 授業方法 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

④授業外学習 
 
 

 
⑤テキスト・参考書等 
 

⑥成績評価方法 
 
 

⑦質問受付方法（オフ
ィスアワー等） 
 

⑧特記事項（他の授業
科目との関連性） 

・観光まちづくりの視点での「地域資源の見出し方」と、観光まちづくりの具体的な「計画技術」を論じる。
・観光分野と都市計画分野の手法を合わせ、良質な空間環境の保全・創出と、そこでの良質な観光コンテンツ

の創出との両輪を進める方法を論じる。 
 
都市・地域のなかから観光資源を発見しその魅力を読み解く方法やそれを観光対象化する方法と、また論理的

かつビジュアルに伝えるためのプレゼンテーション方法を習得することを目標とする。 
 
・地域にある様々な素材を地域資源として価値化し、観光者が楽しめるように観光対象化するための見方や考

え方の習得を目指す。また、それを論理的かつビジュアルに伝えるための多様な図解表現の方法を学ぶ。 
 
■授業計画・内容 

1.ガイダンス、「観光まちづくり」とは何か 
 
〈空間資源と地域の魅力〉 

2.都市構造が生み出す地域の魅力(近世城下町、宿場町、門前町等の都市を読み解く方法)  
3.都市建築と公共空間が生み出す地域の魅力(集住の形、町家、中間領域、回遊空間)  
4.公園、緑地が生み出す地域の魅力(都市の中の自然、参加のデザイン)  

5.景観が生み出す地域の魅力(景観の概念、景観と観光開発、生活景、景観形成手法)  
 
〈地域産業と観光〉 

6.中心市街地の産業と観光まちづくり（中心市街地再生、エリアリノベーション） 
7.工業と観光まちづくり【大田オープンファクトリーの視察】 
8.中山間地域の産業と観光まちづくり（農山漁村の存続に向けた観光の取り組み） 

 
〈イベントと観光まちづくり〉 
9. 祭りと都市空間の解読（文化資源としての祭、社会実験としての祭） 

10. MICE と観光まちづくり（国際会議、展示会等の大型集客イベントの活かし方〉 
 
〈観光まちづくりの方法〉 

11.計画実現手法の体系とプロセスデザイン（観光の手法、都市計画の手法） 
12.地域経済の見直しと取り戻し（経済流出の実態〉 
13.人的資源の繋げ方と活かし方（「ホスト ゲスト」を越えた地域と人との関係づくり） 

14.観光地経営、地域ブランディング（DMO、地域ブランドという地域資源） 
15.テスト・講評 
 

■授業方法・講義形式 
受講者自らが観光資源を発見し、その魅力を伝えるための技術を身につけるための演習も行う。 
 

kibaco にて事前に読んでおく資料を配布する。 
また授業中に紹介する参考図書や、配布する資料を授業後に読んで、次回の授業に出席することが望まれる。
授業内で行うミニ演習では、作業や思考の仕方を演習するので、授業外の時間で演習作業を完結させること。

 
テキストは特に指定しない。必要な参考資料は適宜配布する。 
 

平常点(30％)＋期末テスト(70％)によって総合的に評価を行う。 
出席が７割に満たないものは、成績評価対象としない。 
 

オフィスアワーは、原則水曜日午前を設定する。事前にｓ_kawara@tmu.ac.jp に連絡すること。 
 
 

・３年前期の「観光まちづくりプロジェクト論演習１」を行う際の基礎となるので、本科目を２年次に履修し
ておくことが望ましい。 
・各回の演習で色鉛筆を使用する。赤、青、黄色、緑、茶色、オレンジ、紫を少なくとも用意すること。その

他、演習課題に必要な道具類については、初回ガイダンス時に説明する。 
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■観光マネジメント副専攻コース専門教育科目 

N0001 観光関連法規概説 担当教員 戸崎 肇*、清水 哲夫 前期・木２ 2 単位

①授業方針・テーマ 
 

 
 
 

②習得できる知識・能
力や授業の目的・到達
目標 

 
③授業計画・内容 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

④授業外学習 
 
 

⑤テキスト・参考書等 
 
⑥成績評価方法 

 
⑦質問受付方法（オフ
ィスアワー等） 

 
⑧特記事項（他の授業
科目との関連性） 

観光関連法規が、現在の日本の観光政策、観光産業、そして旅行者の観光行動等にどのような影響を及ぼして
いるのか、あるいはどのような課題を抱えているのかを体系的に学ぶ。 

また一部の講義に関しては、観光行政の第一線で活躍する若手官僚から、日本の観光が直面する問題解決のた
めに、法律改正を含めていかなる取組みをしようとしているのかをレクチャーしていただく。 
 

日本の観光のダイナミックな動きと諸課題を学ぶとともに、行政の現場の状況などを含めて体系的に観光関連
法規について習得する。 
 

 
１ オリエンテーション 
２ 観光関連法規の体系 

３ 観光立国推進基本法、観光立国推進基本計画（１） 
４ 観光立国推進基本法、観光立国推進基本計画（２） 
５ 旅行業法（１） 

６ 旅行業法（２） 
７ 旅行業に関するケーススタディ 
８ 国家戦略特区 

９ 旅館業法・「民泊新法」 
１０観光圏整備法 
１１景観法 

１２歴史まちづくり法 
１３休暇関連法 
１４他の観光関連法規  

１５まとめと試験 
[授業方法]講義とディスカッション 
 

観光政策の動向について新聞や雑誌などを通じて情報を得るよう努力すること。 
場合によっては関連施設の見学を行う。 
 

参考書：戸崎『観光立国論』、現代書館、2017 年 
 
平常点 50％、試験・レポート 50％ 

 
オフィスアワーは特に設定しませんが、直接質問したい場合は随時受付しますので、事前にメールでアポイン
トメントをとってください。（授業内で連絡先をお伝えします。） 

 
[他の授業科目との関連性] 
旅行産業論、宿泊産業論、ホスピタリティ産業の経営戦略論 

 

N0002 観光ビジネス・ゼミナール 担当教員 未定 不開講 2 単位

授業方針・テーマ 
 

※2019 年度不開講 

 

N0003 観光マネジメント・インターンシップ 担当教員 未定 不開講 2 単位

授業方針・テーマ 

 

※2019 年度不開講 

 

N0004 宿泊産業・ゼミナール 担当教員 未定 不開講 2 単位

授業方針・テーマ 
 

※2019 年度不開講 

 

N0005 宿泊旅行サービス研究 担当教員 未定 不開講 2 単位

授業方針・テーマ 
 

※2019 年度不開講 
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